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財団法人同友会
藤 沢 湘 南 台 病 院
藤 沢 ケ ア セ ン タ ー
藤沢訪問看護ステーション
居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー
在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー
ライフ メディカルフィットネス

� 第116号

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
流
行

前
に
国
や
行
政
機
関
が
想
定
し
て
い
た
も
の

よ
り
や
や
病
原
性
が
低
く
、
現
在
の
と
こ
ろ

｢

と
て
も
怖
い
病
気｣

に
は
な
っ
て
い
な
い
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
我
が
国
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
の
行
動
指
針
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
今
年
の
初
め
に
発
表
に
な
り
、
こ
れ
を

受
け
て
、
各
自
治
体
が
体
制
を
確
立
す
る

会
議
な
ど
を
開
い
て
い
る
最
中
の
４
月
に
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ア
メ
リ
カ
・
メ
キ

シ
コ
で
発
生
し
、
５
月
に
は
日
本
国
内
に
入

り
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
各

機
関
で
の
対
応
に
や
や
戸
惑
い
が
あ
り
、
初

期
の
対
応
が
や
や
過
剰
に
な
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。

藤
沢
市
で
も
、
市
役
所
、
保
健
所
、
市

民
病
院
、
医
師
会
を
中
心
と
し
て
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
診
療
の
た
め
の
体
制
を
協

議
し
、
発
熱
外
来
を
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
と

市
内
数
か
所
の
病
院
に
設
置
し
ま
し
た
。
当

院
で
も
そ
の
機
能
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
通

常
診
療
の
患
者
様
と
感
染
の
疑
い
が
あ
っ
て

来
院
さ
れ
た
患
者
様
の
接
触
を
避
け
る
た
め

に
、
敷
地
内
に
テ
ン
ト
を
設
置
し
て
対
応
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
な
い
、

身
障
者
用
駐
車
場
や
１
号
館(
新
館)

正

面
玄
関
の
閉
鎖
な
ど
、
か
か
り
つ
け
の
患
者

様
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
外
で
受
診
さ
れ
た

患
者
様
、
付
き
添
い
や
お
見
舞
い
で
来
院
さ

れ
た
方
々
に
は
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。

さ
て
、
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
重
症
化
や
致
死
率
と

い
っ
た
数
字
で
は
、
こ
れ
ま
で
想
定
さ
れ
て

い
た
よ
う
な
強
毒
性(

昨
年
ア
ジ
ア
を
中
心

に
発
生
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
以
前
の

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
な
ど)

の
も
の
で
は
な
い
よ
う
で

す
。
た
だ
し
、
ウ
ィ
ル
ス
は
非
常
に
変
異

(

性
質
が
変
わ
る
こ
と)

し
や
す
い
こ
と
に
注

意
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
タ
ミ
フ
ル
と
い
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
お
薬
が
あ
り
ま
す
が
、
一
昨
年
は
こ
の

薬
に
耐
性
の(

薬
が
効
か
な
い)

タ
イ
プ
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
そ
れ
程
多
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
に
、
昨
冬
流
行
し
た
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
香
港
型
は
、
ほ
と
ん
ど
が

耐
性
ウ
ィ
ル
ス
で
し
た
。
ま
た
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
初
め
は
タ
ミ
フ
ル
耐
性
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
６
月
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
大
阪
で
耐
性
ウ
ィ
ル
ス
が
す
で
に

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
今
年
の
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
再
度
流
行
す
る
可
能
性
が
高

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
期
は
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
と
重
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
す
ぐ
に
性
質
が
変
わ

る
た
め
に
、
再
流
行
す
る
時
に
は
毒
性
や
薬

の
効
果
に
も
変
化
が
現
れ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

の
区
別
も
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
対
応
と
し
て
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
を
闇
雲
に
恐
れ
て
、
不
幸
に
し

て
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
患
者
様
を
差
別
視
し

た
り
、
感
染
者
が
出
た
時
に
や
た
ら
と
学
校

を
休
校
に
し
た
り
会
社
を
休
業
に
し
た
り
し

て
、
日
常
生
活
に
不
便
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う

な
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
か

と
言
っ
て
、
油
断
を
し
て
大
流
行
を
招
い
て

し
ま
っ
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
、
感
染

を
予
防
す
る
こ
と
が
も
っ
と
も
大
切
で
す
。

予
防
と
し
て
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
あ
り
ま

す
が
、
現
在
生
産
中
で
有
効
性
や
副
作
用

な
ど
が
ま
だ
未
知
数
の
部
分
も
多
く
、
国
民

全
体
に
行
き
渡
る
量
を
秋
ま
で
に
生
産
で
き

る
か
ど
う
か
不
確
定
で
す
。

現
実
的
に
で
き
る
予
防
策
と
し
て
は
、
手

洗
い
、
う
が
い
、
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し
て
い

る
人
か
ら
１
ｍ
以
上
離
れ
る
よ
う
に
し
て
ウ
ィ

ル
ス
の
進
入
を
防
ぐ
こ
と
や
、
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト(

マ
ス
ク
を
せ
ず
に
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す

る
時
に
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
や
鼻
を

覆
う
こ
と)

や
マ
ス
ク
の
着
用
を
励
行
す
る

こ
と
で
ウ
ィ
ル
ス
を
伝
播
さ
せ
な
い
こ
と
な

ど
で
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
規
則
正
し
い
生

活
を
し
十
分
な
休
養
や
食
事
を
摂
っ
て
、
抵

抗
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と
な
ど
も
予
防
策
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
正
し
い

情
報
を
知
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
準
備
を
し

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
妊
婦
さ
ん
や
糖

尿
病
の
方
な
ど
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
る
と
重
症
化
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
他
の
慢
性
疾
患
の
方
な
ど
も
抵
抗
力

が
弱
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予

防
に
は
十
分
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。
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藤沢湘南台病院 副院長 高 橋 大 介
(院内感染対策委員長)



当院では､ 地元の中学校・高等学校からのご依頼を受けて､ 職場体験・１
日看護体験学習をお受けしています｡ 受入期間中は､ ご来院・ご入院の患者
さまには ｢随分と若い看護師さんがいる病院だなあ｣ と感じられると思いま
すが､ 実は医療・看護・介護に関心があって来られた､ 志高い地元の生徒さ
んたちですので､ 是非温かく見守っていただければと思います｡
短い学習時間ではありますが､ この体験をきっかけに医療に対する関心を

更に高めていただき､ 将来その道に進まれるかどうかは別として､ 看護や介
護に積極的に取り組んでいっていただければと願っています｡

(看護部)
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神戸における“海外渡航歴のない新型インフルエンザ
患者発生”を受けて､ ５月��日から急遽１号館正面入口
を閉鎖し､ 風除室を ｢特別外来診察室｣ に､ 喫煙室を
｢待合室｣ にして発生に備えました｡
その後神奈川県内でも新型インフルエンザ患者が発生

したため､ 保健所からの要請で��日から屋外にテントを
張って ｢発熱外来｣ を開設しました｡
これにより､ 患者様間の感染を防ぐため､ 敷地内の交

通規制や出入口規制を実施することになり､ 皆様には大
変ご迷惑をおかけしましたことをお詫びすると共に､ 緊急措置にご協力をいただいたことを感謝申し
上げます｡
藤沢市内でも数名の新型インフルエンザ患者の発生が報告されましたが､ 幸いにして当院の発熱外

来に来られた患者様で感染が確認された方はいらっしゃいませんでした｡ しかし､ インフルエンザが
沈静化する筈の季節を迎えても､ なおあちらこちらで新型インフルエンザ患者の発生が報告されてお
ります｡
このような情勢から､ 藤沢市内の発熱外来終了にともない１号館 (新館) 正面入口の閉鎖を解除し

ましたが､ 喫煙室についてはこれまでどおり発熱のため来院された患者様の ｢待合室｣ として残すこ
とにいたしました｡ このため１号館の喫煙室はなくなり､ 喫煙は２号館喫煙室 (ご利用時間：８時��

分から��時まで) のみとなりますので､ 引続き皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます｡ (事務部長 角田)

*+,-./01234�5.67�8�9

９月７日(月)から､ 無料バスの運行経路と運行時間が変更になります｡

※詳しくは､ １－２号館受付・バスに置いてある新時刻表をご覧下
さい｡ (法人事務局 加藤)
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前回の緑陽で認定看護師をご紹介させていただきましたが､ 今年の４月から当院に ｢がん看護専門

看護師｣ が入職しました｡ 専門看護師も認定看護師もまだ聞きなれないかと思いますが､ 専門看護師
になるには､

などの規定を満たし､ その上で､ 日本看護協会専門看護師認定審査に合格しなければなりません｡
現在専門看護師は､ ①がん看護 ②精神看護 ③地域看護 ④老人看護 ⑤小児看護 ⑥母性看護

⑦慢性疾患看護 ⑧急性・重症患者看護 ⑨感染症看護 ⑩家族支援の��の分野があり､ 日本全国で
まだ���名しかおらず､ とても希少な存在です｡ 患者様への直接的なケアはもちろんのこと､ より質
の高い医療・ケアを提供するためにも活躍が期待されています｡ どうぞよろしくお願いします｡

(副看護部長 鳴海 純子)
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私は､ 看護師免許を取得して､ 初めて配属になった病棟が外科病棟でした｡

外科病棟で､ 手術療法で元気になる患者様や､ 手術後もがんの再発や転移の
不安を抱えながら化学療法を選択される患者様､ ｢自分の人生とは何か｣ を問
う終末期の患者様と関わり､ 次第に､ がんの患者様にもっと役に立ちたいと
思うようになりました｡
と言うのも､ 初めて就職した病院には､ 当時ではめずらしく､ 全国でも数

人しかいない､ がん看護専門看護師とリエゾン精神看護専門看護師の二人が
存在し､ 私達をサポートしながら､ 多くの経験や学びを教えてくれました｡

二人のモデルナースに会って､ 私も先輩の様ながん看護専門看護師になりたいと思い始めるようにな
り､ 大学院に進むことにしました｡ 現在､ がん看護専門看護師になって満４年が過ぎようとしていま
す｡
今年の４月から財団法人同友会に入職し､ 藤沢湘南台病院で日々がん患者様が遭遇する ｢診断期｣

｢治療期｣ ｢再発期｣ ｢終末期｣ など､ 患者様の様々な段階を支える看護師や医療スタッフと､ ケアに
ついて考える機会を持つようになりました｡ がん看護専門看護師の役割は､ 患者様のケアをする看護
師や医療スタッフのサポートだけに止まりません｡ がん医療に関わる患者様や家族の方々が､ 安心し
て治療やケアが受けられるために､ 時には看護実践､ 医療者からの
相談､ チーム医療の中で他職種と協働を目指した調整活動､ 倫理調
整､ 教育､ 研究活動の６つの役割を果たす必要があります｡
当院において､ 私は病棟・外来といった部署に配置されるのでは

なく､ 病院内を横断的に活動できるようなポジションで活動してい
きます｡ 特に､ 化学療法・緩和ケアを受ける患者様を対象とした､
身体的・精神的・社会的苦痛の緩和を目的とした ｢サポーティブケ
ア｣ をモットーとし､ 看護師だけでなく医師や医療スタッフからの
コンサルテーションや､ がん医療に関する院内・院外の教育活動を
行うことでより質の高い看護の提供を目指しています｡ どうぞ､ よ
ろしくお願いします｡
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受付時間
■月曜日～金曜日 午前 8:30～11:00 (診療開始 9:00)

午後 12:00～ 3:00 (診療開始 1:30)
■土曜日 午前 8:30～11:00 (診療開始 9:00)
＊土曜日午後･日曜･祝祭日･年末年始は全科休診です｡

※内科・外科・整形外科・泌尿器科の午後は専門外来 (完全予約制) とな
りますので､ 一般外来は休診となります｡
※平成21年４月１日より皮膚科､ 土曜日 (第1･3･5週) のみ診察を行います｡
※土曜日の眼科診察､ 上石 (第1･3･5週)､ 佐藤 (第2･4週) が外来日とな
ります｡
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※ 枠の診療は完全予約制です｡ ●は休診です｡
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